




通信　「所長のつぶやき」

第１１回　受験シーズン
（1) 受験期
　  　 高校、大学受験が大詰めとなりましたね。ご家族に受験生がおられる方は気がかりなことと思います。
　　　　　私は、高校も専攻科も名古屋盲学校に行きましたので、入学試験はありましたが、受験という、たいそ
うなものではありませんでした。
　    中学２年生の頃からだったと思いますが、ラジオの深夜放送を聞くようになりました。中学生や高校生
の人たちがリクエストとともに生活の様子や悩みを投稿していました。高校受験や大学受験に関するも
のも多くありました。私は１９５６年（昭和３１年）生まれです。同じ年に生まれた人は160万人以上います。
このほとんどが高校受験に立ち向かっていることに気がつきました。そこで私も「いくらかは勉強しない
と」という気持ちになりました。同級生と受験参考書を買いに行き、ボランティアで来てくれていた高校
生に読んでもらいました。「ここを押さえておけばテストで点が取れるんだ」ということが、なんとなくわ
かるようになりました。
　　　　　中学３年の時に、中学校から盲学校に転勤されてこられた先生に「君はＡ高校はちょっと無理かもし
れないけど、Ｂ高校なら入れるよ」と言われたことがあります。Ａ高校は、愛知県でもトップクラスの進学
校で、東京大学に毎年何人も合格者を出している高校です。Ｂ高校は、一般に進学校と言われる高校
でした。私は、健常者の子供たちと学力を比較されたことがないので、進学校にはいることができる実
力があるだろうと言われ、大変うれしく思いました。
　　　　　　また、高校３年の頃だったと思いますが、愛知県の北西部にある進学校から糖尿病で失明された数
学の先生が転勤してこられました。この先生に、「君の成績は盲学校ではこの点だけど、僕が前に勤め
ていた高校では一つランクが下がるね」と言われました。それなりの成績でしたので、「進学校でもず
いぶんといい成績がもらえるんだ」と、その時もうれしく思いました。
　　　　　　「一般の大学への進学をしたい」という夢はありましたが、結局は専攻科に進学しました。「卒業して
も就職先がなければ親に負担をかけてしまう」という理由を付けていましたが、結局は怖くて逃げてい
たのだと思います。

（２) 後悔しない生き方を
　　　　　　専攻科に進学したおかげで理療科教員という道に進み、現在は岡山ライトハウスで働かせていた
だいていますので、自分の選択が間違っていたとは思いませんし、後悔してもいません。しかし、「あの
時、大学に進学していたらどんな人生になっていたのかな」とも考えてしまいます。

      筆者　：　志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
